
令和3年2月26日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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・児童アンケートの結果は89％であっ
た。今年度は新型コロナウイルス感染
症対策のため、休み時間の校庭の使
用制限の設定、体の接触を伴う運動
の中止等、例年通りの活動は難しかっ
たが、臨時休業期間にも自宅でできる
運動を動画で配信する等、できること
での取組を進めた。毎日の検温、手洗
いの実施、マスクの着用等、感染症防
止のための生活習慣を児童は身に付
け、注意して生活していた。
・１月に食育週間を設け、全学級で食
育の授業を行い、食への関心をもたせ
た。
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保護者アンケートで「教
職員が子供たち一人一
人に熱意をもって教育
に当たっている」に肯定
的に回答した割合

児童アンケートで「自分
から進んで運動をして、
健康的な生活をしてい
る」に肯定的に回答した
割合

Ａ

0

児童アンケートで「毎日
の勉強が分かる」に肯
定的に回答した割合
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保護者アンケートで「学
校は、教育方針や教育
活動の様子を伝える努
力をしている」に肯定的
に回答した割合

目標に対する成果指標
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学校関係者記入欄
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令和２年度　大田区立蒲田小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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　大田区立蒲田小学校は、羽田空港や多くの外国籍の方々も暮らす町として国際化の進む地域にあり、令和２年度は、通常学級１８学級、特別支援学級（固定）３学級、日本語学級（通級）２学級を併設している。開校１４１周年を迎えた伝統のある学校として、地域の
方々に支えられ、保護者も学校に協力的である。
  また、平成１５年度から、東京都教育委員会指定の人権尊重教育推進校として取り組んでおり、校内研究において各教科と人権課題、日常的な指導から人重教育を推進している。

児童アンケートで「先生
は、自分のことをよく見
てほめたり、注意したり
してくれる」に肯定的に
回答した割合

12

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
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・保護者アンケートの結果は93％で
あった。
・学校ホームページの更新頻度を増や
し、臨時休業期間中については各学
年毎週1回、動画等で情報を更新し
た。運動会、遠足、学習発表会等、児
童の活動の情報発信に努めた。
・新型コロナウイルス感染症対策のた
め、学校支援地域本部と連携して行っ
ている活動が大きく制限された中で、
できる活動を模索し、「図書の読み聞
かせ」はたくさんの動画を撮影する等、
工夫して取り組んだ。
・授業や運動会、学習発表会を地域教
育連絡協議会外部委員に参観してい
ただき、年３回の地域連絡協議会で意
見をいただいた。

・公園などでは元気に仲よく遊んでいる姿に安心しております。
地域としては温かい目で子供達を見守りたいと思います。
・地元地域は全力で学校運営をサポートするつもりです。必要で
あれば何人でも気楽に相談してください。近隣町会と相談して、
速やかに対応したいと思っています。
・学芸会を見て、子供のはつらつとした姿に力をもらいました。コ
ロナの中で、子供達は発見家ですね。どの状況でも前に進んで
いる様子。遠足も昔ながらの歩いて、そして、下級生との交流。
その様子を、顔を輝かせて話してくれます。
・今年度はコロナのため、地域として学校に協力することがあま
りできなかったのですが、学習発表会を参観させていただき。当
校は開かれた学校という印象が感じられました。
・この項目は致し方ないというより他ありません。新年度から巻
き返せるように私達も努力あるのみです。
・今年度は特にホームページを見る機会が多く、学校の情報を
身近に感じることができました。副校長先生にはお忙しい中、学
年だよりの準備をしていただき助かりました。
・児童館は盆踊りの際、綿菓子を作っていました。コロナの猛威
が収まったら、密を避けた盆踊りが再開することを願っていま
す。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。
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これまでの取組
今後の改善策
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評価
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体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。
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4
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算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・先生方が熱心にご指導に取り組んで、子供達のよさを引き出し
ていると思います。
・児童一人一人、きめ細かな指導が実施されていると思います。
引き続き、児童一人一人に寄り添ったご指導をお願いします。
・学力が水準以上に達するためには先生方のご指導がより必要
であると思います。
・タブレット導入により、子供達の興味・関心が強く高まっている
と思われます。これをカンフル剤としてうまく波にのれるとよいで
すね。
・学童を利用している子は児童館に帰ってくると、学習の時間を
設けています。３学期になると声掛けをしなくても、自ら宿題をす
るようになっています。学ぶ意欲は確実に高まっています。
・全文が読めない点が評価者として不満。学力が向上するよう
指導の改善と工夫をするとしているが、その方向性が乏しく、習
熟度を向上する点の目標が見えない。

・児童アンケートの結果は92％であっ
た。児童のつまずきを予想し、きめ細
かく計画を立て授業を行ったことで、児
童にとって分かりやすい授業が実施で
きた。
・３年生以上の学年の算数の授業で習
熟度別少人数指導や週２回の放課後
算数補習教室、年１４回の土曜補習教
室を行い、基礎・基本の定着を図っ
た。
・児童アンケートでは肯定的な評価が
多い一方で、大田区学習効果測定で
は芳しくない項目もあった。その結果
を基に授業改善推進プランを作成し、
学力が向上するよう指導の改善と工
夫をしていく。

12

1

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

4

１：
８
０％
未満

・学習指導の中で、ほめる、しかる、励ますをモットーにしてくだ
さっていることは、子供達のやる気を引き出してくださっていると
思われ、大変感謝しております。
・児童一人一人、きめ細かな指導が実施されていると思います。
「いじめ防止」に引き続き注力していただき、児童一人一人に寄
り添ったご指導を引き続きお願いします。
・心を育む教育は、何よりも大切であると考えますので、さらなる
努力を続けていってほしいと思います。
・もともと、自己肯定感の低い蒲田小の子供達なので難しいと思
いますが、多角的な視点をもっていただけるよう期待します。
・地域で行ったイチョウの葉のメッセージでは、子供達の将来の
夢や優しい心が感じ取れた。
・鎌田小学校は異学年交流が盛んで、１年生の子が一般来館し
た６年生を知っていると教えてくれることが多々ある。オリンピッ
クが行われていたら特別な経験ができるはずだったと思うと残
念ですが、異学年交流を通じて自己有用感等を育ててほしい。
・小中一貫は小学校59校(60校）と中学校28校として見るべき
で、蒲田中学校だけとの一貫校としてみると他中学校との差が
将来的にマイナスとなる点を忘れてはいけないと思います。先
送り事案は0ではないと思いますが、その点が欠点となっていな
いか再認識と問題意識がもてるかになります。

・体力向上プログラムなど作成、教職員の取組に、コロナ感染対
策など大変な1年だったと思われる。熱心な指導をしてくださりあ
りがたいです。
・「朝遊び」が中止になって1年が経ちました。子供達の(遊びに
対する）行動が制約されていることに心が痛みます。1日も早い
「朝遊び」再開を祈ります。
・学習発表を見てあげられないことが残念です。毎日のコロナ対
策、手洗い、マスク、下校の時の姿でよくわかりました。
・家庭環境の異なる子供達に、全ての子供に健康増進を目指す
という努力は大変だと感じました。
・「コロナ」という足かせがあって、体力向上は難しいですね。
・コロナウイルスによる緊急事態宣言による休耕期間中も校庭
開放により児童の体力低下を防いでいた。運動会も工夫して開
催し、参加できなかったクラスへの配慮も後日その学年で行うこ
とでよかったと思う。
・コロナ禍で運動会も工夫して行われていました。知力と体力の
バランスが大切だと思います。密にならなくて体力の向上につな
がるような運動を探していきましょう。
・有形無形による形で朝遊びができないことに子供達の心身の
健康が心配されます。先生方の大変な努力によって子供達が元
気でいられることを期待します。
・コロナ禍という今までにない環境の中、気を抜けないことが多
かったと思いますが、児童のためになったと評価しています。
・教職員の方々は熱心に取り組んでいただいている様子が学校
だより等でよくわかります。
・保護者からは種々色々な意見、コメントが寄せられると思いま
す。頑張ってください。
・特別支援学級に対する学校の取組はとても素晴らしいと思い
ます。
・コロナ禍、授業公開には参加できませんでしたが、土曜授業の
様子を帰ってきた児童から聞くことができました。
・小学校のホームページは、ここ数年で充実してきました。タブ
レット等の活用によってますますＩＣＴ化も進むと思いますので、
仕事量が膨大なことは理解しているつもりですが、ますますの研
修等の充実を図ってもらえればと思います。
・自己評価のままなので、客観的に見ているかわからない。第3
者の面から見ても評価に値するというように改善していかないと
教員の質が上がらない。
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・児童アンケートの結果は95％であっ
た。学校生活の中で児童の様子を見
取り、一人一人の発達や実態に合わ
せて「ほめる」「しかる」「励ます」など、
児童理解を基にした指導・支援を行っ
ていることが、自分は認められている
という児童の意識につながっている。
・小中一貫教育を進め、蒲田中学校、
新宿小学校と「三校スタンダード」を行
い、互いに情報交換をしている。
・学校生活調査の活用、スクールカウ
ンセラーによる第５学年児童全員の面
接といった様々な手法により、児童の
多面的な理解に努めている。
・いじめ防止対策委員会を開き、いじ
め防止、早期発見に努めている。
・児童の問題行動や不登校に関して
ケース会議を設け、組織的に対応する
ことで、改善が見られたケースが多
い。子供家庭支援センター、スクール
ソーシャルワーカー、児童相談所、医
療機関等と連携して対応している。解
決までは至っていないケースについて
は、引き続きの対応が必要である。
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・保護者アンケートの結果は94％で
あった。
・授業公開日のアンケートで寄せられ
た課題について全教員で共有し、改善
策を立てて教育活動を行った。
・全校で、主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善に取り組ん
だ。出会う・考える・交流する・より深く
考える・まとめるの「学習サイクル」を
単元の学習に位置付け、学習に関心
をもち、協働して解決する児童の育成
を目指した。
・各教科主任が都内各地で行われて
いる指導教諭の模範授業を参観し、伝
達講習を行った。各教員の指導力向
上を図ることができた。
・特別支援教育校内委員会を各学期
に２，３回開いた。障害特性に応じた
指導について検討したり、特別支援教
育コーディネーターが情報提供をした
りした。
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

児童アンケートで「学校
やクラスのために良いと
思うことは、協力して
行っている」に肯定的に
回答した割合
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学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。
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・学校評価のアンケートを参考にさせていただきました。コロナ
禍のために教職員さん、子供達との交流ができなかったので、
適切なコメントができない。
・「おおたのものづくり」体験活動や理数授業等の実施を通じて、
取組評価のさらなる向上を求めます。
・２月にタブレット貸与とのこと。この時こそ、学習と情報の活用
を喜びます。対面の授業が大変な時こそ、一人一人を大切にお
願いしたい。
・今後のタブレット使用方法について有効活用ができることに期
待します。
・コロナ対策のため「人とのコミュニケーション」「体験活動」につ
いては、かなりの制限があったことと推測いたします。
・２月、タブレットを大事に持って帰ってきた児童からは「これから
これで勉強する」というやる気が感じられた。
・国際都市おおた、外国の人が多く暮らしています。今はコロナ
禍にあり外国の方の来日は少なくなっていますが、外国語活動
はネイティブな発音を聞く機会も多くあります。恵まれた環境に
あるので生かしてもらいたい。
・コメント欄を全然読めない。太ラインを入れる姿勢の部分が
ダークに見えるため、評価をＢとした。肯定的ではなかった意見
を重視する学校運営に向かってほしいと思います。肯定意見の
比率ではこれからの社会に正対できません。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。
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体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。
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・児童アンケートの結果は91％であっ
た。東京都人権尊重教育推進校として
人権教育を進め、自他の違いやよさを
受け入れながら、協力して生活できる
子供の育成に重点を置いて指導をし
てきたことが、「学校やクラスのために
良いと思うことを協力して行う」結果に
結びついた。
・外国語活動や外国語の時間の指導
を工夫し、外国語教育指導員と児童が
直接会話する場面を多く設定したこと
で、英語を通してのコミュニケーション
を楽しむ児童の姿が見られた。
・電子黒板を用いて、視覚的に分かり
やすい授業を実施した。2月に全児童
にタブレット端末が貸与される。タブ
レットを活用して自分の意見をまとめ
たり、友達と意見を交流したりする学
習が行えるように、1年生からタブレッ
トを活用する技能や情報モラルの指導
を行っていく。
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